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質疑応答 
 
質問者① JAXA セキュリティ情報化推進部 島津様 

自動車業界以外で HILS の技術を実用化している例はあるのか。また自動車と電車の一番大

きな構造的な違いとしては自動車は単体で走行するのに対し電車では連結して動いている

点であると考えている。連結部分を単純に足しただけで HILS の機能が自動車並みに使える

のかが不思議である。後部車両の影響が前の車両に与える影響等があると考えられるので、

自動車に適用する場合と違う工夫をしている部分があれば教えていただきたい。 

 

発表者 

HILS については私の知る限りでは自動車のエンジン制御や変速機に使われているというと

ころまでである。また実用化レベルにあるか研究段階なのかは分からないが、地盤をモデ

ル化し、構造物は実物のスケールモデルを利用した試験が行われていることを聞いたこと

がある。また JAXA 様においても HILS 絡みの研究を行っていると聞いたことがある。 

鉄道車両と自動車の違いとして編成というのは確かに大きな要素である。また部品の数も

かなり大きく、機械的な車体間運動模擬装置を動かすための実時間シミュレータ内の数値

モデルはかなり多くの部品点数があるため工夫を行っている。 

 

質問者 

自動車は一つの箱の動きのみをシミュレーションすれば良いと思うが、電車の場合は後ろ

の車両の動きが前に影響する等があるのではないか。 

 

発表者 

中央の車両の動きが変われば前後の車両を模擬した車体間運動模擬装置の動きも変わり、

車体間模擬装置の動きが変わればそれが中央の車両にダンパを介して伝わるという相互作

用があり、これが HILS を用いることで再現できる。 

 

質問者 

自車が動いていることが後ろに影響し、後ろの動きが自車に帰ってくると思うが、それも

HILS の中で数値シミュレーションとして再現しているのか。 

 

質問者 

その通りである。したがってリアルタイム性というのも難しく、対応できる PC の選定も大

変であった。 
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質疑応答 
 
質問者① JAXA セキュリティ情報化推進部 島津様 

自動車業界以外で HILS の技術を実用化している例はあるのか。また自動車と電車の一番大
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発表者 

中央の車両の動きが変われば前後の車両を模擬した車体間運動模擬装置の動きも変わり、

車体間模擬装置の動きが変わればそれが中央の車両にダンパを介して伝わるという相互作
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自車が動いていることが後ろに影響し、後ろの動きが自車に帰ってくると思うが、それも

HILS の中で数値シミュレーションとして再現しているのか。 

 

質問者 

その通りである。したがってリアルタイム性というのも難しく、対応できる PC の選定も大

変であった。 

 

 

質問者② JAXA 環境試験技術センター 村田様 

鉄道車両の連成は構造的に非常に大きな要素になると考えている。今回は直進の高速走行

を想定されていると思うが、HILS を使ったシステムで連成した鉄道車両が曲がる場合に遠

心力を受けたりアクティブダンパ等で車体を傾けた場合の動きを解析する手法や設備があ

るのかお伺いしたい。 

 

発表者 

HILS 以前に鉄道総研の試験装置が直進にしか対応していないため難しい。遠心力について

は外力を付与する試験方法に取り組んでおり、横からの静的な力を加える試験は可能かも

しれないが、カーブについてはもう少し時間がかかると思う。一方で日本は特にカーブが

多いので所内でもそのような設備が必要だという声がある。ゆくゆくは取り組んでいきた

い。 

 

質問者 

軌条輪の部分がねじれる構造で、台車ごと曲げるような方法があるのではと感じた。 

 

質問者② 産業技術総合研究所 野里様 

スピードが上がっても参照値と HILS 試験結果が一致するものなのか。新幹線で 200km/h 以

上スピードが出た場合、加速度の振動が増幅していく等あると思うが時速何 km/h 程度まで

この装置で評価が可能なのか教えていただきたい。 

 

発表者 

走行速度には HILS システムは影響ない。リニアの 500km/h から速度の遅い在来線でも対応

可能だと考えている。 

 

質問者② JAXA 宇宙輸送ミッション本部 松本様 

JAXA でも HILS の研究が行われているが、これほど早い応答ではないと思う。どの程度の

サイクルで HILS を回していて、どのようなネットワークを使用しているのかをお伺いした

い。 

 

発表者 

シミュレーションのサンプリングとしては 0.1ms であると思う。一方で鉄道に比べると宇宙

環境は幅広いレンジの周波数を対象にしていると考えている。この鉄道用試験台の性能自

体が 20Hz 程度であり、鉄道用システムとしては現状ここまでが測定できれば問題ない。周

波数の観点では JAXA 様でやられているものよりだいぶ楽であると考えている。 
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質問者 

ネットワークの高速化やリアルタイム性が必要だと考えるが、どのようなものを使用して

いるのか。 

 

発表者 

ネットワークについては光ケーブルが車両試験台と要素試験装置間で引かれている。 
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